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「フェスティバル、楽しんでます！」来場者、参加者の声

春の賑わいにいらっしゃい！
2012 たのしむべ！フェスティバル

VOICE.2「マラソン、気持ちよく走れました」 VOICE.1「毎回楽しみに来てくれる人がいる、それがうれしい」

高橋 正
ま さ と

人さん㊨、美
み き

樹さん㊧

陽
ひ い ろ

彩くん㊥
【東北町】

ＪＡ青森ゆうき農協
女性部の皆さん

1

　（右から）　佐藤 咲
さ く ら

花さん　

田中 聖
せ い な

奈さん、林下 愛
ま な か

華さん

長谷川 遼
りょうたろう

太郎くん　【六ヶ所村】

VOICE.3「ハーレーに乗れて楽しかった」VOICE.4「毎年楽しみに来ています」

辻浦 英
ひ で あ き

朗さん㊧

　　 凰
こ う き

麒くん㊨
【六ヶ所村】

1

11 10

2

1_ 尾駮小みどりの少年団は、募金してくれた人へマリーゴールドや
パンジーなどの苗を配布しました　2・3・4_ たのしむべ！キッズ
マラソンに出場した子どもたちは、上位を狙い真剣な表情を見せる
子と楽しそうに笑顔で走る子とさまざま。どの子もゴールした後は
達成感ある表情を浮かべていました　5_400 人へ無料配布されたあ
んこう鍋は子どもから大人まで大人気でした　6_「ピエロのぐっち」
ショーはたくさんの笑顔に包まれました　7_ 夜空に打ち上げられた
花火は約 2,800 発。県内では春一番の花火です　8_ ハライチは子ど
もたちに大人気　9_ 会場からたくさんの歓声があがっていました　
10_ オープニングショーを軽快なダンスで飾ったのは、『Ｍｙｕｕ
　ｆｏｒ』ダンススクールの子どもたち　11_ かっこいい白バイに
またがり、にっこり。パトカーも展示され、子どもたちは興味津々

正人さん、陽彩くんはキッ
ズマラソンの１㎞コース
に出場しました。昨年か
ら親子で走っていたとい
うお２人は、今回のマラ
ソンに、東北町から参加
してくれました。「親子で
気持ちよく走れました」
とすがすがしい笑顔を見
せてくれました。

ＪＡ青森ゆうき農協女性
部は、牛乳のＰＲのため
さまざまな行事に参加し、
牛乳や手作りの牛乳もち
などを無料で振る舞って
います。「牛乳を飲めない
人も調理するとおいしい
と食べてくれる、その反
応が毎回楽しみです」

泊小５年生の同級生の女
の子３人で来場していた
咲花さん、聖奈さん、愛
華さん。「毎年フェスティ
バルを楽しみに来ていて、
今回は２日間とも参加し
ています」。途中、同級
生の遼太郎くんも参加し、
お話を聞かせてくれまし
た。

仮面ライダーショーを楽
しみに来たという凰麒く
ん。英朗さんとピカピカ
に磨かれたハーレーに
乗ってごきげん。「ハー
レーに乗れて楽しかった。
また乗りたい」と笑顔を
見せてくれました。

　

５
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、
大

石
総
合
運
動
公
園
で
『
２
０
１
２

た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
ふ
れ
あ
い
横
丁
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

『
ス
ポ
ー
ツ
の
村
・
六
ヶ
所
宣
言
』

20
周
年
を
記
念
し
、
キ
ッ
ズ
マ
ラ

ソ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
出
場

し
た
小
学
生
と
親
子
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
満
開
の
桜
の
中
、
気
持
ち
良

く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
・
味
わ
い
横
丁
に
は
、

31
も
の
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
来
場

し
た
人
々
は
、
食
べ
物
は
も
ち
ろ

ん
、
遊
べ
る
・
学
べ
る
多
彩
な
ブ

ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

は
、
県
内
各
地
か
ら
４
チ
ー
ム
が

集
ま
り
、村
か
ら
は
「
泊
大
漁
連
」

と
「
鳴
子
ど
っ
こ
い
」
の
２
チ
ー

ム
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
に
鳴
子
を
振
る
姿
や
優
美
に

よ
さ
こ
い
を
舞
う
姿
、
勇
壮
な
旗

振
り
は
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
で
は
、

大
輪
の
花
火
が
夜
空
へ
咲
き
誇
り
、

レ
ー
ザ
ー
と
音
楽
の
共
演
に
は
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
や
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち

の
熱
い
声
援
や
楽
し
そ
う
な
笑
顔

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
人
気
の
お
笑
い
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ハ
ラ
イ
チ
が
ノ
リ
ボ
ケ

漫
才
を
繰
り
広
げ
、
ミ
ラ
ク
ル
ひ

か
る
が
宇
多
田
ヒ
カ
ル
の
モ
ノ
マ

ネ
で
美
声
を
響
か
せ
、
会
場
に
集

ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
来
場
者
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

ど
こ
を
見
て
も
桜
で
あ
ふ
れ
て

い
た
会
場
で
、
人
々
は
食
べ
て
、

笑
い
、
春
の
賑
わ
い
を
存
分
に
楽

し
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

　会場では、入口付近に東日本大震災の義援金箱を設置しました。
　来場者の皆さんからは合計で 14,424 円が義援金として寄せられました。
　お預かりした義援金は、日本赤十字社六ヶ所村分区を通じて被災者へおくられます。
　ご協力ありがとうございました。

皆さんの
善意を
被災地へ。

3

4

5

6

8

7

9
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「ごみいっぱい拾ったよ」
泊小児童が泊海岸でごみ拾い

　泊小学校（太田平一郎校長、児童 188 人）の全校児童が５
月９日、保護者や地域住民と共に泊イベント広場近くの海岸で

「泊地区合同磯清掃」を行いました。
　泊の海をきれいにすることで自然を大切にし、児童たちの郷土
愛をはぐくむことが活動の目的。この日は保護者や地域住民約
20 人が参加、児童たちは８つの班に分かれて、砂浜に散乱して
いたガラス瓶や生活ごみ、漁業用の網などを拾い集めていました。
　２年の古畑星来さんは「泊の海が汚れてほしくないから、燃
えるごみやプラスチックをいっぱい拾った」と話していました。
太田校長は「みんなの行動が地域の人の見本になる。環境美化
活動という言葉について勉強し、自分にできることを考えてほ
しい」と話していました。ガレキやプラスチックなどを拾う児童

「一年間よろしくお願いします」
韓国襄

ヤンヤン

陽郡からホン・ミンギ氏が着任

古川健治村長から辞令を交付されるホンさん㊨

村政発展への尽力認められ
中岫武満さんが「旭日双光章」受章

中岫さん㊧と古川村長㊨

桜の名所、緑豊かな村づくり
市柳総合公園で『第 19 回鹿六会植樹祭』

　『第 19 回鹿六会植樹祭』が 4 月 27 日、市柳総合公園で行わ
れ、鹿六会（附田義美会長、会員企業 44 社）や村内関係者約
50 人が出席しました。
　村内企業と誘致企業で構成される同会の植樹祭は緑豊かな地
域づくりを目的に、平成６年から毎年行われています。これま
でに植樹された場所は、大石総合運動公園をはじめ、尾駮診療
所や役場など村内９カ所。植樹されたオオヤマザクラは今年の
15 本を含めて計 471 本になりました。
　同会顧問の高橋修鹿島建設㈱むつ小川原出張所長は式典で

「植樹などの活動を通して地域の人たちのために緑豊かな村づ
くりを支援していきたい」とあいさつ。古川健治村長は「これ
まで植えていただいた桜は毎年、村民の目を楽しませている。
今後も桜の名所づくりに尽力を賜りたい」と感謝を述べました。

「元気でまた帰ってきてね」
泊小５年生がサケの稚魚を放流

泊小学校（太田平一郎校長、児童 188 人）５年生 35 人は４
月 13 日、泊地区の馬門川にサケの稚魚を放流しました。

同事業は、毎年村の事業の一環として実施されており、村
内沿岸のサケの漁獲量増加と子どもたちの漁業へ対する関心を
高める目的で行われています。

この日、放流された稚魚は 50 万尾。バケツいっぱいの小さ
な稚魚たちに「帰ってきてね」「元気に泳げ」と声をかけながら、
川へ放流していました。また、浅瀬からうまく泳げない稚魚を
一生懸命助けようとする子どもたちの優しい姿も見られました。

放流を体験した長谷川遼太郎くんは「ちゃんと泳いでいる
ところを見られてうれしかった」と、村畑清楓さんは「初めて
放流したので楽しかった」と笑顔で話していました。

交流深め「楽しかった」
千歳平小と千歳中が合同でごみ拾い

仲良くごみ拾いをする児童と生徒

六ヶ所トピックスRokkasho Topics

稚魚を放流する児童

植樹をする参加者

　千歳平小学校（蛯名俊一校長、児童 83 人）と千歳中学校（山崎秀
樹校長、生徒 43 人）の児童生徒が５月２日、地域のごみ拾いを行い
ました。
　児童と生徒たちは、合同で５つの班に分かれ、自己紹介をしたり、
移動時に手をつないだりして交流を深めながら、小学校周辺や道路の
ごみ拾いをしました。
　千歳平小２年の佐藤優美さんは「中学生と仲良くなれて楽しかっ
た」、千歳中２年の沼山左京くんは「自分たちの地域なのでごみが減
って良かった。小学生と一緒で楽しかった」と話していました。
　２校と六ヶ所高校は平成 23 年度に青森県の「キャリア教育推進事
業」の研究指定を受け、実践的、体験的なキャリア教育を推進しており、
小中で連携した活動は今回が初めて。異年齢活動を取り入れることで
思いやりや感謝、協働、信頼の心をはぐくむことがねらいです。

　韓国襄
ヤ ン ヤ ン

陽郡の派遣職員ホン・ミンギ（洪 敏基）さんが、４
月 16 日六ヶ所村に着任し、村長室で辞令を交付されました。
　派遣職員の人事交流は、六ヶ所村と韓国の襄陽郡とで交わさ
れた「職員相互派遣に関する協定」に基づき、平成 13 年度か
ら実施されています。
　襄

ヤ ン ヤ ン

陽郡の農業技術センターに勤務していたホンさんは、国際
教育研修センターに所属され、これから同センターが主催する
料理教室や農業体験など、さまざまな事業に関わっていきます。
　ホンさんは「六ヶ所村は襄陽と雰囲気が似ているので親近感
を感じています。この一年間、日本で優れている農業を学び、
今後の仕事に生かしていきたい」と話していました。

　元六ヶ所村議会議員の中岫武満さんが４月 29 日、平成 24
年春の叙勲において旭日双光章を受章されました。
　今回の受章は、中岫さんが村議会議員として昭和 58 年４月に
初当選して以来、連続 6 期 24 年の長きにわたり議長等を歴任し、
村行政の振興発展に尽力した功績が認められたものです。
　中岫さんは５月９日に村長室を訪れ、古川健治村長に受章を
報告。「このたびの叙勲の受章は、村民の皆さんの代表として
いただいたものと思っております。これまで議員として働かせ
ていただいたことに感謝いたします」と受章の喜びを語ってい
ました。
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　交番だより Safety Information

②4月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
4 月中 累計 累計

12 126 95 ＋ 31

①4月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比4 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 0 7 11 2 14 9 2 14 2 -2 6

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

シートベルト・チャイルドシートで命を守ろう
６月は「シートベルト・チャイルドシート着用強化月間」です

六ヶ所トピックス

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

「道路きれい、さっぱり」
泊地区保健協力員がごみ拾いを実施

４月 22 日、泊地区の保健協力員 11 人が泊地区の国道 338
号線バイパスのごみ拾いを実施しました。

このごみ拾いは、泊地区の保健協力員が地域をきれいにし
たいという思いから毎年独自の活動として行っています。

今回は同地区国道 338 号線バイパスのテレビ塔から南へ約
２㎞区間の道路沿いに捨てられたカンやペットボトル、プラス
チック容器類などのごみを拾いました。

代表の菊池トシエさんは「ごみを拾い、きれいにさっぱり
した道路を見てとても気持ちよかった。ごみ拾いはこれからも
毎年実施していこうとみんなで話しています」と話していまし
た。

ごみ拾いをする泊地区保健協力員

スポーツも「たのしむべ！」
たのしむべ！フェス各種大会結果報告　特別イベント実施
　2012 たのしむべ！フェスティバル特別イベントの王杯争奪野球大会、春季ミニバスケットボール交歓教室六ヶ
所大会と観光協会長賞親善サッカー大会が、5 月 12・13 日、大石総合運動公園で開催されました。
　以下、試合結果をお伝えします。

優勝した泊スポーツ少年団

第 22 回王杯争奪野球大会（12 日）
全４チームが出場し、試合はトーナメント形式で実施された。
以下出場チームと試合結果。

（出場チーム）尾駮ベースボールクラブスポーツ少年団▼六ヶ
所南スポーツ少年団▼千歳平カウボーイズスポーツ少年団▼
泊スポーツ少年団

（試合結果）○優勝　泊スポーツ少年団○準優勝　尾駮ベー
スボールクラブスポーツ少年団○第３位　六ヶ所南スポーツ
少年団

千歳平スポーツ少年団と横浜スポーツ少年団の試合の様子

第 27 回春季ミニバスケットボール交歓教室
　　六ヶ所大会（13 日）

全８チームが出場し、試合はトーナメント形式で実施された。
以下出場チームと試合結果。

（出場チーム）岡三沢ミニバス▼七戸城南ＭＢＣ▼大深内ギャ
ロップス▼尾駮ＭＢＳ▼千歳平スポーツ少年団▼横浜スポーツ
少年団▼上北ミニバス女子▼三本木ＭＢＣ

（試合結果）○優勝　岡三沢ミニバス○準優勝　三本木ＭＢ
Ｃ○第３位　大深内ギャロップス・千歳平スポーツ少年団

おいらせ町サッカー協会とＡｎｇｅｌの試合の様子

観 光協会長賞親善サッカー大会（13 日）
全３チームが出場し、試合はリーグ戦形式で実施された。
以下出場チームと試合結果。

（出場チーム）ＦＣ六ヶ所▼おいらせ町サッカー協会▼Ａｎ
ｇｅｌ（十和田市）

（試合結果）○優勝　おいらせ町サッカー協会○準優勝　Ｆ
Ｃ六ヶ所○第３位　Ａｎｇｅｌ（十和田市）

装
着
し
て
い
れ
ば
命
が
助

か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。『
命
を
守
る
』
こ
と
は

決
し
て
大
げ
さ
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
街
中
で
ス
ピ
ー
ド
が
出

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
子

ど
も
は
し
っ
か
り
抱
っ
こ
し

て
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
考
え

る
人
も
い
ま
だ
に
見
ら
れ
ま

す
が
、
現
実
に
青
森
県
内
の

皆
さ
ん
が
、
普
段
通
行
し
て

い
る
道
路
上
で

①
衝
突
の
衝
撃
で
、
身
体
が

車
内
を
跳
ね
回
り
、
頭
や
胸

に
大
け
が
を
負
う

②
衝
突
や
横
転
の
衝
撃
で
、

車
内
か
ら
外
に
放
り
出
さ
れ

て
全
身
に
大
け
が
を
負
う

③
衝
突
時
に
抱
っ
こ
で
は
支

え
き
れ
ず
、
大
人
は
無
傷
で
子

ど
も
だ
け
が
大
け
が
を
負
う

と
い
う
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
て
も
、
相
手
の
車
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
け
れ
ば
、
当
然

衝
突
の
衝
撃
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
車
は
鉄
の
塊

で
あ
り
、
そ
の
走
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
人
間
の
体
で
は
到

底
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

運
転
者
が
、
自
分
と
同
乗

者
の
『
命
を
守
る
』
と
い
う

意
識
を
も
ち
、
全
て
の
座
席

で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

法
務
省
が
発
表
し
た
24

年
１
月
１
日
現
在
の
不

法
残
留
者
数
は
、
前
年

比
約
１
万
１
千
人
減
の

６
万
７
０
６
５
人
で
あ
り
、

こ
れ
に
不
法
入
国
者
を
加
え

た
不
法
滞
在
者
数
は
相
当
数

に
上
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
法
滞
在
者
を
雇
用
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
不
法
滞
在
者
も
違
法
に

就
労
し
よ
う
と
す
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
場

合
は
旅
券
や
外
国
人
登
録
証

明
書
（
24
年
７
月
９
日
か
ら

残
留
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま

り
、
当
面
、
外
国
人
登
録
証

明
書
と
一
緒
に
運
用
さ
れ
ま

す
）
で
残
留
資
格
や
残
留
期

間
を
確
認
し

①
残
留
期
限
を
経
過
し
て
い

た
り
、
在
留
資
格
が
な
い
不

法
滞
在
者
で
は
な
い
か

②「
短
期
滞
在
」「
留
学
」「
家

族
滞
在
」
な
ど
の
よ
う
に
就

労
で
き
な
い
在
留
資
格
で
は

な
い
か

③
「
留
学
」
や
「
家
族
滞
在
」

な
ど
の
よ
う
に
就
労
で
き
な

い
在
留
資
格
の
場
合
は
、
資

格
外
活
動
の
許
可
を
得
て
い

る
か
を
確
認
し
、
不
法
就
労

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
所
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
は
警
察
へ
の
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

青
森
県
警
察
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
「
青
い
森
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

と
、
県
内
で
発
生
し
た
「
子

ど
も
に
対
す
る
不
審
な
声
か

け
事
案
」
や
「
重
要
事
件
」

な
ど
の
発
生
状
況
を
県
警
か

ら
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の

で
す
。
①
声
か
け
事
案
②
事

来
日
外
国
人
の
不
法

滞
在
、
不
法
就
労
防

止
に
ご
協
力
を

　

道
路
交
通
法
に
よ
り
、
自

動
車
の
運
転
手
は

①
備
え
付
け
ら
れ
た
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
装
着
し
な
い
で
運

転
し
て
は
な
ら
な
い　

②
備
え
付
け
ら
れ
た
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
装
着
し
な
い
人
を
乗

せ
て
運
転
し
て
は
な
ら
な
い

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
な
い
６
歳
未
満
の
幼
児
を

乗
せ
て
運
転
し
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

運
転
手
自
ら
と
同
乗
者
の

『
命
を
守
る
』
の
は
、
運
転

手
の
義
務
で
す
。

　

平
成
20
年
６
月
に
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
、
全
て
の

座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

装
着
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
、
後
部
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
い
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

23
年
中
の
青
森
県
内
の
交

通
事
故
死
亡
者
数
54
人
の
う

ち
、
自
動
車
乗
車
中
だ
っ
た

人
は
26
人
、
そ
の
う
ち
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
て
い
な

か
っ
た
人
は
11
人
で
、
11
人

の
う
ち
８
人
は
、
事
故
の
状

況
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

件
③
事
故
の
発
生
日
時
④
場

所
⑤
不
審
者
の
特
徴
―
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w

w
.m

ag2.com

）

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索【
青
森
県
警
】

※
メ
ー
ル
受
信
時
な
ど
の
通

信
料
は
購
読
さ
れ
る
人
の
負

担
で
す
が
、
登
録
お
よ
び
情

報
料
は
無
料
で
す

お
子
さ
ん
の
安
全
の

た
め
に
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
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る
力
を
低
下
さ
せ
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
や
す
く
し
ま
す
。
爪

の
ト
ラ
ブ
ル
に
自
分
で
対
処

す
る
の
は
、
技
術
的
に
な
か

な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　

爪
き
り
で
大
切
な
の
は
、

傷
つ
け
な
い
、
出
血
さ
せ
な

い
、
深
爪
し
な
い
。
特
に
足

の
爪
は
丸
く
切
る
と
巻
い
て

く
る
の
で
、
真
っ
す
ぐ
切
る

よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
爪
切

り
を
担
当
し
て
い
る
ご
家
族

の
皆
さ
ん
、
心
当
た
り
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

フ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
足
を
洗

い
、
爪
を
切
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
皮
膚
に
食
い
込
ん
で
い

る
所
に
繊
維
を
入
れ
、
厚
く

な
っ
た
爪
は
削
り
、
正
し
い

方
向
に
伸
び
る
よ
う
に
や
す

り
で
整
え
ま
す
。

　

ま
た
う
お
の
め
や
た
こ

は
、
硬
い
部
分
の
皮
膚
を
薄

く
し
て
圧
を
取
り
除
く
こ
と

で
痛
み
を
和
ら
げ
ま
す
。
痛

み
や
違
和
感
を
少
し
で
も
改

善
し
、
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
お
手
伝
い
い
た
し

ま
す
。

　

高
齢
者
の
爪
を
ケ
ア
し
て

い
る
と
「
こ
ん
な
爪
無
く
な

自分の足　いたわっていますか
健康増進につながる足のお手入れ（フットケア）

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め

ま
し
て
。
今
回
は
看

護
部
門
か
ら
足
の
お

手
入
れ
（
フ
ッ
ト
ケ

ア
）
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
は
自
分
の
足
の
爪

や
皮
膚
、
指
と
指
の
間
を
観

察
し
た
り
、
ク
リ
ー
ム
で
保

湿
し
踵
の
ひ
び
割
れ
を
予
防

す
る
な
ど
、
１
日
頑
張
っ
て

歩
い
た
足
を
優
し
く
い
た
わ

っ
て
い
ま
す
か
？

　

最
近
、
介
護
予
防
や
医
療

の
面
か
ら
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
必

要
性
が
評
価
さ
れ
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
人

前
に
足
を
出
す
の
は
と
て
も

恥
ず
か
し
い
も
の
で
、
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
一
般
の
方
の

関
心
は
低
い
よ
う
で
す
。
簡

単
そ
う
で
難
し
い
フ
ッ
ト
ケ

ア
と
は
何
か
、
ど
ん
な
効
果

が
あ
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
足
は
第
二
の
心

臓
」「
老
化
は
足
か
ら
」、
爪

に
至
っ
て
は
「
健
康
状
態
を

映
し
出
す
小
さ
な
鏡
」
な
ど

と
い
わ
れ
ま
す
。
歩
く
事
で

全
身
の
血
流
が
良
く
な
り
新

陳
代
謝
が
高
ま
る
な
ど
、
足

を
健
や
か
に
保
つ
事
は
、
健

康
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
多
く
の

人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
足
の
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
爪
が
皮
膚
に
食
い

込
ん
で
痛
み
を
感
じ
て
い
た

り
、
厚
く
反
り
上
が
っ
て
し

ま
い
普
通
の
爪
切
り
で
は
切

れ
な
い
、
い
つ
も
履
い
て
い

る
靴
が
原
因
で
た
こ
を
形
成

し
、
う
お
の
め
の
痛
み
に
耐

え
て
い
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

は
大
人
ば
か
り
で
な
く
子
ど

も
た
ち
に
も
発
生
し
て
お

り
、
歩
行
の
妨
げ
や
ふ
ん
ば

　　
　尾駮診療所　看護師　
　　「爪切り屋」メディカルフットケアJF 協会　フットケアワーカー1 級
　　日本フットケア学会　フットケア指導士 米田 末子 

っ
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
っ

た
つ
ぶ
や
き
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
靴
を
履
く
事
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
ぶ
つ
け

た
り
、
引
っ
掛
け
た
り
と
不

快
な
思
い
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
爪
に
は
大
事
な
役
割
が

あ
る
の
で
す
。

　

爪
は
手
足
の
指
の
先
端
を

保
護
し
、
触
感
を
敏
感
に
し

て
指
の
力
を
増
加
さ
せ
ま

す
。
さ
ら
に
足
の
爪
は
、
足

の
先
端
に
か
か
る
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
爪
が
無
い
事
に
よ
っ
て

転
倒
し
や
す
く
な
る
こ
と
は

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
高
齢
者
に
と
っ
て
の
フ

ッ
ト
ケ
ア
は
転
倒
予
防
や
寝

た
き
り
、
介
護
予
防
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
医
療
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
爪
切
り
を
担
当
し
て

い
る
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
正

し
い
爪
の
切
り
方
を
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
困
っ
て
い
る
事
や
こ
ん

な
時
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
な
ど
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
私
も
一
緒
に

悩
み
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
し
て
２
年
足
ら
ず
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
爪
を
見
て
い
ま

す
と
村
民
の
皆
さ
ん
の
足
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
使

命
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

≪例　足の爪・手の爪≫

実
施
前

実
施
後

さ
れ
た
時
間
に
受
診
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

②
例
年
、
予
約
時
間
よ
り
30

分
程
度
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
に
余
裕
の
な
い
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

③
絶
食
で
受
け
る
検
査
で
す

■
申
込
期
間　

６
月
11
日
月

～
15
日
金

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

問
健
康
課
健
康
相
談
係　

保

健
師
直
通

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

※
申
し
込
み
の
際
は
、
①
希

望
日
、
②
希
望
時
間
、
③
氏

名
、
④
生
年
月
日
を
お
聞
き

し
ま
す

　

腹
部
超
音
波
検
査
で
は
、

超
音
波
を
用
い
て
①
肝
臓
②

胆
の
う
③
す
い
臓
④
腎
臓
⑤

脾
臓
―
な
ど
の
画
像
を
診
ま

す
。
①
脂
肪
肝
②
胆
の
う
ポ

リ
ー
プ
③
胆
石
④
腎
臓
結
石

―
な
ど
の
疾
患
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
受
診
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
男

女（
肝
臓
、胆
の
う
、す
い
臓
、

腎
臓
な
ど
を
治
療
中
、
ま
た

は
治
療
歴
の
あ
る
人
は
対
象

外
で
す
）

■
料
金　

無
料

■
実
施
日

 

・
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
10

月
12
日
金
、
13
日
土
）

 

・
泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
９
月
21
日
金
）

 

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
９

月
14
日
金
）

 

・
千
歳
平
体
育
館
（
８
月
21

日
火
）

※
各
会
場
１
日
40
人
限
定
で

す
。
午
前
７
時
か
ら
９
時
30

分
ま
で
実
施
し
ま
す

■
注
意

①
こ
の
検
査
は
１
人
約
10
分

か
か
り
ま
す
。
当
日
は
指
定

『
は
み
が
き
は　

じ
ょ
う
ぶ

な
か
ら
だ
の　

第
一
歩
』

　

一
生
自
分
の
歯
で
楽
し
い

食
事
と
健
康
的
な
生
活
を
目

標
に
、
８
０
２
０
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
80
歳
で
20

本
の
歯
を
残
す
に
は
、
毎
日

の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

　

毎
日
の
歯
磨
き
と
、
定
期

的
な
歯
科
検
診
で
、
歯
の
健

康
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
歯
を
失
う
大
き
な
原
因

歯
周
病

　

歯
周
病
は
「
歯
肉
炎
・
歯

周
炎
」
の
総
称
で
、
歯
の
周

り
の
歯
茎
や
、
歯
を
支
え
る

骨
な
ど
が
破
壊
さ
れ
る
病
気

で
す
。
症
状
が
進
行
す
る

と
、
歯
茎
の
腫
れ
や
出
血
が

お
こ
り
、
や
が
て
は
歯
を
支

え
て
い
る
骨
（
歯
槽
骨
）
が

破
壊
さ
れ
て
ぐ
ら
つ
き
、
歯

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

20
歳
代
で
も
７
割
、
30
歳

代
以
上
で
は
８
割
も
の
人
が

か
か
っ
て
い
る
な
ど
、
と
て

も
身
近
に
潜
む
病
気
で
す
。

■
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

歯
と
口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

【
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
】

□　

歯
肉
の
色
が
赤
い
、
も

し
く
は
ど
す
黒
い

□　

歯
と
歯
の
間
の
歯
肉
が

丸
く
、
腫
れ
ぼ
っ
た
い

□　

歯
肉
が
、
疲
労
時
や
ス

ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
と

き
に
腫
れ
や
す
い

□　

歯
肉
が
退
縮
し
て
歯
と

歯
の
間
に
す
き
間
が
で
き
て

き
た

□　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
な
ど

に
歯
肉
か
ら
出
血
し
や
す
い

□　

起
床
時
に
口
が
苦
く
、

ネ
バ
ネ
バ
し
て
気
持
ち
が
悪
い

腹部超音波健診を受診しませんか
疾患を早期発見しましょう

□　

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物

が
は
さ
ま
り
や
す
い

□　

人
か
ら
口
臭
が
あ
る
と

い
わ
れ
る

【
む
し
歯
チ
ェ
ッ
ク
】

□　

冷
た
い
も
の
、
風
が
し

み
る

□　

熱
い
物
が
し
み
た
り
、

物
を
か
む
と
ズ
キ
ズ
キ
痛
む

□　

歯
の
表
面
に
白
い
し
み

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

り
、
溝
の
部
分
が
茶
色
っ
ぽ

く
着
色
し
て
い
る

　

以
上
の
項
目
に
１
つ
で
も

該
当
す
る
場
合
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
歯
科
医
院
で

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 須崎詠斗くん

佐々木百合ちゃん

むし歯０の子　集まれ！

小泉蒼波くん

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

６
月
４
～
10
日
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す

４月 24日の３歳児健診で
虫歯のなかったお友達 ３ 人
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　国際交流International Exchange

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

わ
た
し
は
襄
陽
郡
で
は
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
農
産
物

の
流
通
分
野
の
仕
事
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
日
本
を
旅
し
た
と

き
に
、
道
端
や
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
地
域
農
産
物
の
販
売

場
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
日
本

の
特
産
品
販
売
場
の
運
営
方

法
な
ど
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
訪
問
は
今
回
で
５
回

目
で
す
の
で
、
と
て
も
親
近

感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
に
福
岡
を
旅
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、由
布
院
、

阿
蘇
、
別
府
、
大
阪
、
鳥
取

な
ど
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
青
森
県
内
は
も
ち
ろ

ん
、
北
海
道
、
東
京
、
沖
縄

に
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
に
い
る
一
年

間
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
見

て
、
経
験
し
、
韓
国
に
も
六

ヶ
所
村
を
も
っ
と
知
ら
せ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
韓
国
襄
陽
郡
へ

派
遣
と
な
り
ま
し
た
高
木
裕

喜
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

襄
陽
郡
で
の
生
活
だ
け
で
な

く
、
韓
国
の
文
化
や
風
習
な

ど
を
毎
号
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
大
ま
か
に
、
韓
国

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

韓
国
の
人
た
ち
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
非
常
に

大
事
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め

年
上
の
友
人
や
先
輩
の
こ
と

を
兄
や
姉
な
ど
、
家
族
や
兄

弟
の
よ
う
に
呼
び
合
い
ま

す
。
職
場
で
は
職
名
や
名
前

で
呼
び
合
う
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
職
場
を

離
れ
る
と
本
当
の
家
族
や
兄

弟
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま

す
。

　

で
す
の
で
、
初
対
面
の
人

と
積
極
的
に
仲
良
く
な
ろ
う

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を

し
て
き
ま
す
。
時
々
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
質
問
も
あ
る
の
で

答
え
に
困
り
ま
す
が
、
相
手

と
自
分
と
の
接
点
や
共
通
点

を
見
つ
け
、
早
く
仲
良
く
な

ろ
う
と
す
る
表
れ
で
あ
り
、

質
問
の
多
さ
は
逆
に
好
意
的

に
迎
え
ら
れ
て
い
る
証
で
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
家

族
の
絆
の
よ
う
に
大
事
に
す

る
韓
国
の
国
民
性
の
表
れ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ま
た
、
韓
国
内
で
は
、
紀

元
前
に
朝
鮮
半
島
が
三
国
に

分
割
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
名

残
り
が
あ
り
、
東
側
と
西
側

で
わ
ず
か
な
が
ら
考
え
方
が

違
い
ま
す
（
日
本
だ
と
関
東

と
関
西
や
、
青
森
県
で
の
津

軽
と
南
部
の
違
い
の
よ
う
な

も
の
で
す
）。
東
側
と
西
側

で
民
族
性
の
違
い
か
ら
考
え

方
が
異
な
る
た
め
、
東
側
と

西
側
で
は
、
し
ば
し
ば
食
い

違
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。
若
い
世
代
の
方
た
ち
は

気
に
し
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
い
ま
だ
に
根
強
く
残
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

韓
国
料
理
と
い
っ
て
皆
さ

ん
が
思
い
描
く
も
の
と
い
え

ば
、
キ
ム
チ
な
ど
の
辛
い
物

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
韓

国
に
は
お
い
し
そ
う
に
見
え

る「
色
」と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
の
色
が
「
赤
」
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
韓
国
料
理
は
、

唐
辛
子
や
豆
板
醤
な
ど
を
た

く
さ
ん
入
れ
て
、「
赤
」
く
染

め
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら

韓
国
料
理
は
辛
い
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

真
っ
赤
で
あ
っ
て
も
辛
く
な

「はじめまして。襄
ヤンヤン

陽郡から来たホン・ミンギです」
六ヶ所村と韓国襄陽郡の相互派遣職員が着任しました

く
、
逆
に
甘
く
感
じ
る
料
理

も
あ
り
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
韓
国
で
は
、

頼
ん
だ
料
理
と
は
別
に
キ
ム

チ
や
漬
物
、
玉
子
焼
き
な
ど
、

小
鉢
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
き

ま
す
。
し
か
も
無
料
で
、
お

か
わ
り
が
自
由
で
す
。
油
断

し
て
し
ま
う
と
小
鉢
だ
け
で

満
腹
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え

ま
す
。

　

今
回
、
韓
国
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
号
襄
陽
郡
で
生

活
し
感
じ
た
こ
と
、
見
た
こ

と
、
聞
い
た
こ
と
、
お
い
し

か
っ
た
も
の
な
ど
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
を
通
し
て
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
温
か
い
目
で
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊国際交流関係の事業は 17 ページのインフォメーションに掲載しています。

ヤンヤン郡庁舎で鄭
チョン

 相
サンチョル

澈郡守㊧から辞
令を受け取りました

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

ホン・ミンギさん

「子ども手当」は「児童手当」に名称が変わりました

■支給対象者
　０歳から中学校卒業まで（15 歳到達後の最初の 3 月 31 日まで）の児童を養育している人

　＊児童が児童福祉施設などに入所している場合は、施設設置者が受給者となります
　＊父母が、離婚協議中などにより別居している場合は、児童と同居している人が受給者となります
　＊未成年後見人や父母指定者（父母が外国にいる場合）がいる場合は、その人が受給者となります
　＊受給要件を満たす人が複数いる場合は、児童と同居している人が受給者となります
　＊受給者の申し出により、手当から保育料や学校給食費などを差し引いて受給することができます

■支給額
  ・所得制限以上の人（特例給付）　月額　5,000 円

  ・所得制限未満の人

■支給月　 　 ６月（２～５月分）　１０月（６～９月分）　２月（10 月～ 25 年１月分）

■現況届
　児童手当を受給している人は、毎年 6 月に「現況届」の提出が必要です。

　現況届は、毎年 6 月 1 日現在の状況を届け出ることにより、児童手当を引き続き受ける要件を満たしているか

どうかを確認するためのものです。

　提出がない場合は、6 月分以降の手当の支給が差し止めになりますので注意してください。

　対象者には、６月初旬に必要書類を送付しますので、必要事項を記入し必ず提出してください。

　問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 149）

支給対象児童 支給月額

０歳～３歳未満 15,000 円

３歳以上 ～ 小学校修了前（第１子・第２子） 10,000 円

３歳以上 ～ 小学校修了前（第３子以降） 15,000 円

中学生 10,000 円

扶養親族などの数 所得制限限度額

０人 622 万円

１人 660 万円

２人 698 万円

３人 736 万円

４人 774 万円

５人 812 万円

＊扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額は、
　５人を超えた１人につき 38 万円を加算した額
＊所得額は主な生計者（所得の高い人）が対象で、
　世帯の合算した所得ではありません

　平成 22 年度から支給されていた「子ども手当」は、24 年４月から「児
童手当」 に名称が変わりました。 制度の内容は、23 年 10 月からの子ど
も手当と同じですが、24 年 6 月分の手当から所得制限が設けられます。

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り
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春
の
気
持
ち
い
い
新
緑
の
中

を
歩
い
て
、
心
も
身
体
も
健
康

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

６
月
10
日
日

■
場
所　

十
和
田
市 

焼
山
地
区

■
募
集
人
数　

80
人
（
バ
ス
２
台
）
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
先

社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
８
）

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
平

成
23
年
度
確
定
保
険
料
と
24
年

度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

手
続
き
）
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

24
年
度
の
申
告
・
納
付
期
間

は
、
６
月
１
日
金
～
７
月
10
日

火
で
す
の
で
、
早
め
に
近
く
の

金
融
機
関
・
郵
便
局
な
ど
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
青
森
労
働
局
総
務
部　

労
働

保
険
徴
収
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
４
５

母子家庭・寡婦の皆さんへ

六ヶ所村母子寡婦福祉会は、母子家庭や寡婦の皆さんが子育てや生活の悩み事を気軽
に話し合ったり、励まし合える会として、昭和 42 年に設立されました。

現在は、30 人の会員で活動しており、青森県母子寡婦福祉連合会行事への参加、研修
会などを実施しています。
　加入はいつでも受け付けています。詳しくは下記連絡先まで
気軽に問い合わせてください。

　問六ヶ所村母子寡婦福祉会事務局（役場福祉課内）
　☎ 0175（72）2111（内線 149）

六ヶ所村母子寡婦福祉会をご存知ですか

春
の
歩
け
歩
け
運
動

　

新
緑
の
蔦
沼
周
辺
を

　

散
策
し
ま
せ
ん
か

後期高齢者医療制度のお知らせ
○
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
に
つ
い
て

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
は
、
平
成
24

年
７
月
31
日
が
有
効
期
限

で
す
が
、
23
年
中
の
所
得

状
況
な
ど
に
よ
り
、
24
年

度
も
引
き
続
き
認
定
さ
れ

る
人
に
は
、
新
し
い
認
定

証
（
有
効
期
限
は
25
年
７

月
31
日
ま
で
）
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
更
新
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

24
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
で
、
新
た
に
認

定
証
の
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持

参
の
上
、
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

負
担
お
よ
び
保
険
料
の
減

免
な
ど
に
つ
い
て

　

天
災
そ
の
他
特
別
な
事

情
で
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
負
担
や
、
保
険
料
を

支
払
う
事
が
著
し
く
困
難

に
な
っ
た
と
き
は
、
申
請

に
よ
り
減
免
な
ど
を
受
け

ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

中央公民館講座受講生募集
　中央公民館講座の受講生を下記のとおり募集します。
　豊かな趣味と仲間づくりを目指し、皆さんのたくさんの参加をお待ちしています。
　　※受講者が少ない講座は開催しないことがあります。友人を誘ってぜひ参加してください
　■場所　六ヶ所村立中央公民館（※今年度公民館改修工事を予定しています。場所の変更などの可能性も
　　　　　　　　　　　　　　　　　ありますが、基本的に中央公民館内での開催を予定しています）
　■対象者　六ヶ所村在住および在勤の人（保護者同伴の場合は小中高生の参加可）
　■申込期限　６月 25 日月
　■申込先　六ヶ所村立中央公民館　担当：高田（電話・FAX　可）
　　　　　　☎ 0175（72）2111（内線 515）　Fax 0175（72）2246

＊申し込み後、キャンセルする場合、受講講座を休む場合の連絡をお願いします。
　講座によっては、材料費をいただく場合があります

「後期高齢者医療限度額適用・標準
負担額減額認定証とは？」
　この認定証を医療機関などに提
示することで、ひと月の窓口での
支払いが一定の金額にとどめられ
ます。

「交付を受けられる人は？」
　住民税非課税世帯などの人

㊦認定証（見本）

平
成
24
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う

○
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
被
保
険
者
の
人
へ

　

申
請
に
よ
り
保
険
料
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

23
年
度
に
保
険
料
の
減

免
を
受
け
た
人
で
24
年
度

も
引
き
続
き
減
免
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
あ
ら
た
め
て
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

 Rokkasho Information

講座名・人数 実施日・時間 講師 ○準備するもの
  ●材料費（実費）

パッチワーク
20 人

7 月 4・18 日、8 月 1 日、
9 月 5・19 日、10 月 3・17 日
いずれも水　10 時～ 13 時

中島育子 ○工作用紙 ( 厚紙 )、筆記用具、裁縫道具
●～ 5,000 円程度

ガーデニング
20 人

9 月 21 日、10 月 19 日、
11 月 16 日
いずれも金　10 時～ 13 時

出町　勉 ○エプロン、ゴム手袋
●毎回 2,500 円程度

ビーズ
アクセサリー

10 人

8 月 20・27 日、
9 月 3・10 日
いずれも月　10 時～ 12 時 30 分

佐藤江利子 ○ハンドタオル、眼鏡（必要な人のみ）
● 1,000 円～ 2,000 円

エアロビ＆
ピラティス

20 人

6 月 21・28 日、
7 月 5・12・19・26 日、
8 月 2・9・23・30 日、
9 月 6・13・20・27 日、
10 月 4 日
いずれも木　18 時 30 分～ 20 時

山本直子

○動きやすい格好、すべりにくいシューズ、スポー
ツタオル、飲み物、ピラティスはヨガマット（大
きめのバスタオル可）
●無料
※ 6 月はエアロビ、7 月 5 日はピラティスの予定
です。それ以降のスケジュールは後日となります。

スクラップ
ブッキング

10 人

7 月 13 日、8 月 3 日、
9 月 7 日
いずれも金　13 時～ 15 時

成田良子
○はさみ、テープのり、スティックのり、両面テー
プ、筆記用具、写真数点など
● 500 円～ 1,000 円程度

ステンドグラス
15 人

10 月 15 日月　13 時～ 16 時 小林静子 ○エプロン、軍手、薄手のゴム手袋、はさみ
● 2,800 円

エコクラフト
20 人

9 月 4・11・18・25 日、
10 月 2・9 日
いずれも火　10 時～ 13 時

柴田純子
○洗濯ばさみ、キッチンばさみ、ボンド、メジャー、
鉛筆、消しゴム
●１作品～ 3,000 円程度

色紙書
15 人

9 月 19・26 日、
10 月 3・10 日
いずれも水　18 時 30 分～ 20 時

佐藤沙緒里 ○習字道具（持っていれば）
● 500 円程度
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○
自
動
車
税　

コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
！

　

平
成
24
年
度
の
自
動

車
税
の
納
期
限
は
７
月

２
日
月
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
。
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
滅
失
・
解
体
し
た
自
動
車

の
代
替
自
動
車
と
し
て
26
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
自
動

車
（
軽
自
動
車
含
む
）
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
取
得
税
お
よ
び

25
年
度
ま
で
の
自
動
車
税
（
軽

自
動
車
税
）
の
非
課
税
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
上
北
地
域
県
民
局
県
税

部
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課
（
十
和
田
市
西

十
二
番
町
20
―
12　

青
森
県
十

和
田
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

■
県
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（http://w
w

w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/tax/top.htm

l

）

　

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
は
、

身
体
障
害
者
に
対
し
、
巡
回
し

て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
併
せ

て
そ
の
更
生
に
必
要
な
総
合
的

相
談
に
応
じ
、
社
会
的
厚
生
の

方
途
を
指
導
し
、
援
護
の
万
全

を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い

ま
す
。

■
巡
回
診
査
日
程

下
表
の
と
お
り

■
対
象
者

 

・
新
規
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
た
め
診
査
を
必

要
と
す
る
人

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定

を
必
要
と
さ
れ
た
人

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害

程
度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
人

 

・
補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す

る
人

注
①
当
日
の
診
査
だ
け
で
は
判

定
が
困
難
な
場
合
（
障
害
児
の

聴
力
測
定
な
ど
）
指
定
医
の
い

る
医
療
機
関
を
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す

注
②
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
、

脳
梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の

診
査
は
、
発
症
か
ら
３
カ
月
以

上
を
経
過
し
て
い
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す

注
③
介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る

福
祉
用
具
の
種
目
と
共
通
す
る

補
装
具
（
車
い
す
、
歩
行
器
、

歩
行
補
助
つ
え
）
は
、
介
護
保

険
か
ら
の
貸
与
が
優
先
と
な
り

ま
す

注
④
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
の
耳
鼻
咽
頭
科
が

あ
る
場
合
は
、
当
該
医
療
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

注
⑤
義
肢
・
装
具
お
よ
び
車
い

す
に
つ
い
て
、
複
雑
な
処
方
を

要
す
る
も
の（
骨
格
構
造
義
肢
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は
モ
ジ

ュ
ラ
ー
方
式
に
す
る
車
い
す
、

特
例
補
装
具
）
は
除
き
ま
す

■
受
診
者
が
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳
（
所
有
者
だ

け
）、
印
鑑

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

　

来
場
す
る
際
は
、
事
前
に
福

祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
は
黒
っ
ぽ
い
服
装
で
歩

い
て
い
る
と
、
ラ
イ
ト
を
下
向

き
に
付
け
た
車
が
30
メ
ー
ト
ル

手
前
ま
で
近
づ
い
て
も
、
運
転

手
か
ら
は
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
靴
の
か
か
と
や
バ
ッ

ク
、
帽
子
な
ど
に
反
射
材
シ
ー

ル
や
反
射
マ
ス
コ
ッ
ト
を
付
け

て
い
る
と
、
車
の
ラ
イ
ト
が
反

射
し
て
、
運
転
者
に
自
分
の
位

置
を
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
県
内

で
は
11
人
が
交
通
事
故
に
よ
り

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
夜
間
の
歩
行
者
が
９
人
で
、

い
ず
れ
も
反
射
材
用
品
を
身
に

付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
平
成
24
年
３
月
末
時
点
）

　

自
分
自
身
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
、
ま
た
、
大
切
な
人

を
交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害

者
に
し
な
い
た
め
に
も
、
家
族

や
地
域
ぐ
る
み
で
反
射
材
を
着

用
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
！

問
青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生

活
文
化
課　

交
通
・
地
域
安
全

グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
３
２

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
航
空
自
衛
隊
お
よ
び
三
沢

基
地
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
三
沢
基
地
周
辺
住

民
の
方
々
を
対
象
と
し
た
航
空

自
衛
隊
機
へ
の
体
験
搭
乗
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

８
月
４
日
土

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
健
康

な
人
で
三
沢
基
地
周
辺
市
町
村

在
住
者

■
内
容　

航
空
自
衛
隊
大
型
輸

送
ヘ
リ
「
CH
―
47
Ｊ
」
の
体
験

搭
乗
（
約
15
分
程
度
）

■
募
集
人
員　

約
１
０
０
人

■
応
募
要
領　

往
復
は
が
き
に

以
下
を
明
記
し
、
申
し
込
ん
で

自
動
車
税
を
納
付
し
ま

し
ょ
う

　

村
は
、
人
権
擁
護
に
関
す
る

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

騒
音
な
ど
の
近
隣
間
の
ト
ラ

ブ
ル
や
子
ど
も
の
い
じ
め
な

ど
、
身
近
な
困
り
事
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
い
ず
れ
も
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
５
日
火　

午
前

10
時
～
正
午

■
場
所   

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
７
２
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

企
画
展
ツ
ア
ー

「
堀
り
ｄ
ａ
ｙ
は
ち
の
へ
」
平

成
23
年
度
発
掘
資
料
展

　

国
宝
合
掌
土
偶
に
会
い
に
行

き
ま
せ
ん
か
。
本
県
の
優
れ
た

文
化
遺
産
に
対
す
る
理
解
や
愛

着
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

６
月
24
日
日

■
場
所　

八
戸
市
埋
蔵
文
化
セ

ン
タ
ー
是
川
縄
文
館

■
募
集
人
数　

20
人

■
費
用　

入
館
料　

２
５
０
円

■
申
込
期
限　

６
月
20
日
水

■
集
合
・
出
発
時
間　

郷
土
館

午
前
８
時
30
分
～
45
分

■
申
込
先

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

自
衛
隊
航
空
機
の
体
験

搭
乗
者
を
募
集
し
ま
す

く
だ
さ
い

❶
往
復
は
が
き
（
通
信
面
）
へ

の
記
載
内
容
→
　
㋐
住
所
㋑
搭

乗
希
望
者
全
員
（
４
人
ま
で
）

の
氏
名
お
よ
び
フ
リ
ガ
ナ
㋒
年

齢
㋓
職
業
㋔
電
話
番
号

❷
返
信
用
は
が
き
（
宛
名
面
）

へ
の
記
載
内
容
→
　
㋐
搭
乗
希

望
者
（
代
表
者
）
の
住
所
㋑
搭

乗
希
望
者
全
員
の
名
前
（
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
㋒
裏
は

白
紙
で
お
願
い
し
ま
す

❸
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
３
―
８
６
０
４

三
沢
市
後
久
保
１
２
５
―
７　

第
３
航
空
団
司
令
部
監
理
部
渉

外
室
広
報
班　

宛
て

☎
０
１
７
６
（
５
３
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

■
申
込
期
限　
７
月
６
日
金
必
着

■
注
意
事
項

①
当
日
の
天
候
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

②
小
学
生
が
搭
乗
す
る
際
に
は
、

保
護
者
の
同
乗
が
必
要
で
す

③
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場
合

に
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

④
は
が
き
に
記
載
漏
れ
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
抽
選
の
対
象
外

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

⑤
搭
乗
者
以
外
（
乳
幼
児
を
含

む
）
は
、
当
日
基
地
内
に
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

⑥
７
月
中
旬
ま
で
に
返
信
は
が

き
に
て
、
搭
乗
の
可
否
な
ら
び

に
詳
細
を
連
絡
し
ま
す

⑦
体
験
搭
乗
に
つ
い
て
、
三
沢

基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

を
し
て
い
ま
す

平
成
24
年
度
身
体
障
害

者
巡
回
診
査
の
お
知
ら

せ

障害名 実施月日 受付時間 診査時間 会　場

聴覚障害
（平衡機能障害を

除く）
７月２日月 13 時 15 分～

14 時 45 分
13 時 30 分～
15 時 30 分

野辺地町
健康増進センター

肢体不自由

７月 10 日火 ９時 ～ 11 時  ９ 時 30 分～
12 時

野辺地町
健康増進センター

７月 13 日金 ９時 ～ 11 時  ９ 時 30 分～
12 時

三沢市
総合社会福祉センター

○身体障害者巡回診査日程表○反
射
材
用
品
の
着
用

で
、
交
通
事
故
か
ら
身

を
守
ろ
う
！

（上）腕に巻く
タ イ プ と た す
き 型 の 反 射 材

（右）反射マス
コット

郷
土
館
事
業

　

参
加
者
募
集

 Rokkasho News and Information

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　４月の農業委員会総会が４月
20 日、役場分庁舎 3 階大会議室
にて開催され、下記案件が原案
通り議決・承認されました。

■報告第３号　農地法第５条の
規程による農地転用届出につい
て

１件　4,736㎡
■報告第４号　　競売買受適格
者に係る農地法第３条許可書の
交付について
� １件　20,644㎡
■議案第 12 号　農地法第 3 条の
規定による許可申請について

２件　27,556㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧ができま
す。なお、農地法第３条許可申請につ
いての記載例などは窓口にあります。
　次回の総会は、６月 21 日木に開催
予定です。

～現況届の提出はお早めに～

　農業者年金受給者の皆さんに、
農業者年金基金から『現況届』
が５月下旬ごろに発送されてい
ます。
　この届け出は、受給者の現在
の状況について把握するもので
す。農業を再開した、または後
継者などに処分した農地が返還
されたなどの場合、支給停止に
該当します。
　受給者の皆さんは６月末まで
に提出してください。

問農林水産課　佐々木
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

髙
たかはし

橋　千
ちひろ

尋（拓也）尾駮

米
よねや

谷　佳
かすみ

純（学）　　平沼

新
にいやま

山　莉
りあ

愛（竜二）泊

小
こいずみ

泉　羅
らのん

音（友和）千歳平

三
みうら

浦　楓
ふうわ

羽（学）　　泊

戸
とだ

田　悠
はると

翔（充信）戸鎖

上
うえの

野　健
けんしん

芯（智成）泊

坂
さかもと

本　晴
はると

翔（幸司）倉内

石
いしお

尾はるか（貴宏）尾駮レイクタウン

山田　誠孫（泊）

橋本　香澄（平沼）

山崎　洋斗（泊）

石田　遥香（三沢市）

赤石　智隆（泊）

久保田由香（東北町）

小泉　秀生（千歳平）

上長根　薫（千歳平）

武田　博明（泊）

立花　清香（三沢市）

木村　義美　84 才（倉内）

中村ヨシノ　80 才（泊）

六ヶ所村の人口
（4 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,912 ＋ 48
女 5,197 ＋ 14
計 11,109 ＋ 62

世帯数 4,586 ＋ 67

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

4 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 117）

戸籍の窓

Information Square
　

東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、

東
通
原
子
力
発
電
所
一
・
二
号
機

の
新
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
に
基
づ
き
、
環
境
保
全
措
置

と
し
て
実
施
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
平

成
23
年
度
事
後
調
査
結
果
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
・
時
間

６
月
１
日
金
～
30
日
土

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
も
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
ま
で
縦
覧
し
て
い

ま
す

■
縦
覧
場
所

 

・
東
京
電
力
株
式
会
社　

東
通

原
子
力
建
設
所

 

・
東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施

設
「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

※
毎
週
月
は
、
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ

ッ
ジ
が
休
館
日
の
た
め
、
東
通

原
子
力
建
設
所
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

■
そ
の
他　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tepco.co.jp/nu/hd-

np/index-j.htm
l

）

問
〒
０
３
９
―
４
２
２
３

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
小

田
野
沢
字
南
通
２
―
３
０
３

東
京
電
力
株
式
会
社　

東
通
原

子
力
建
設
所　

広
報
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
45
）
７
０
５
２ 

　

六
ケ
所
村
は
、
青
森
県
信
用

保
証
協
会
と
中
小
企
業
者
の
事

業
資
金
に
か
か
る
借
り
入
れ
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
特
別
保
証

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
中
小
企
業
者
が
利
用
し

や
す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細

か
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

 

・
貸
付
金
額　

１
２
５
０
万
円

 

・
保
証
期
間　

７
年
以
内

（
据
置
期
間
：
運
転
６
カ
月
以

内
、
設
備
１
年
以
内
）

 

・
貸
付
利
率　

年
率
３
・
６
％

以
内

○
事
業
活
性
化
資
金

 

・
貸
付
金
額　

２
千
万
円

 

・
保
証
期
間　

10
年
以
内

（
据
置
期
間
：
運
転
６
カ
月
以

内
、
設
備
１
年
以
内
）

 

・
貸
付
利
率　

年
率
３
・
６
％

以
内

■
保
証
料
率
に
つ
い
て

❶
無
担
保
保
険
（
一
般
関
係
）、

普
通
保
険
（
一
般
関
係
）
を
利

用
の
場
合
は
、
財
務
そ
の
他
経

営
に
関
す
る
情
報
を
基
に
リ
ス

ク
計
測
モ
デ
ル
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
評
点
に
応
じ
た
区
分
の
料

率
（
０
・
45
％
～
１
・
90
％
）

を
適
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
１
・
15
％
と
な
り
ま
す
（
最

大
０
・
２
％
の
割
引
適
用
有
り
）。

 

・
個
人
そ
の
他
の
法
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
借
対
照
表

お
よ
び
損
益
計
算
書
を
作
成
す

る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

人
で
あ
っ
て
貸
借
対
照
表
お
よ

び
損
益
計
算
書
が
な
い
人

 

・
事
業
開
始
後
最
初
の
事
業
年

度
の
決
算
に
お
け
る
貸
借
対
照

表
お
よ
び
損
益
計
算
書
が
な
い

人
 

・
同
一
の
事
業
を
営
む
複
数
の

人
で
あ
っ
て
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
係
る
連
帯
債
務
を

負
担
す
る
人

❷
特
別
小
口
保
険
を
利
用
の
場

合
は
年
率
１
・
０
％
（
た
だ
し
、

特
別
小
口
保
険
で
経
営
安
定
関

連
特
例
保
険
を
１
～
８
号
指
定

で
利
用
の
場
合
は
年
率
０
・
95

％
）、
経
営
安
定
特
例
保
険
を

１
～
６
号
指
定
で
利
用
の
場
合

は
年
率
０
・
95
％
、
同
特
特
例

保
険
を
７
、８
号
指
定
で
利
用

の
場
合
は
年
率
０
・
86
％
、
創

業
等
関
連
特
例
お
よ
び
創
業
関

連
特
例
保
険
を
利
用
の
場
合
は

年
率
０
・
85
％
を
適
用
し
ま
す
。

問
青
森
県
信
用
保
証
協
会
十
和

田
支
所

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
３
３
１

商
工
観
光
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
６
３
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、

国
税
局
や
税
務
署
で
、
調
査
・

徴
収
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

①
試
験
年
度
の
４
月
１
日
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
お

よ
び
試
験
年
度
の
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る

人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人

■
受
験
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

６
月
26
日
火
～
７
月
５
日
木

②
郵
送
・
持
参
申
し
込
み

７
月
２
日
月
～
10
日
火

■
受
験
申
込
書

①
受
験
申
し
込
み
は
、
人
事
院

あ
て
に
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
む

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
専
用
ア
ド
レ
ス
（http://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）

②
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
と
き

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台

国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人

事
院
東
北
事
務
局
へ
受
験
申
込

書
を
請
求
す
る

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

試

験
研
修
係

☎
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
人
に
必

要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
人
（
所
得
税
の
申
告
の
必

要
が
な
い
人
を
含
み
ま
す
）
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら

同
じ
く
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//w
w

w
.nta.go.jp

）
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

村
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
事
を
目
的
に
家
族

介
護
者
交
流
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
程　

７
月
８
日
日
～
９
日

月■
行
程　

函
館
方
面

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
10
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

■
費
用　

昼
食
代
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

 

・
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

 

・
ぼ
ん
て
ん
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

 

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚

祐
の
里

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

■
日
時　

９
月
22
日
土　

　

開
場　

午
後
２
時

　

開
演　

午
後
２
時
30
分

■
会
場　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
入
場
料

一
般　

２
，
０
０
０
円
（
当
日

２
，
５
０
０
円
）
全
指
定
席

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別

料
金
で
す

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

６
月
下

旬
よ
り
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

一
斉
発
売

■
主
催　

六
ヶ
所
村
・
㈶
六
ヶ

所
村
文
化
振
興
公
社
・
青
森
県
・

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
六
ヶ
所
村
地
域
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

今
月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
オ
サ

ム
プ
ル
ゴ
ギ
」
！

　

イ
カ
と
、
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル

と
い
う
豚
の
肉
を
コ
チ
ュ
ジ
ャ

ン
で
甘
辛
く
炒
め
た
も
の
で

す
。

　

ご
飯
が
進
み
、
お
酒
と
の
相

性
も
い
い
の
で
韓
国
の
一
般
家

庭
で
も
定
番
の
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
、

国
際
交
流
員
の
サ
ン
ミ
と
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
25
日
月

　

午
後
６
時
～
午
後
９
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

20
人
以
内

■
参
加
費　

材
料
代

■
申
込
期
間　

６
月
18
日
月

■
申
し
込
み
先　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
７
５
（
73
）
８
５
７
５

村
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

融
資
の
ご
案
内

平
成
24
年
度
国
家
公
務

員
「
税
務
職
員
採
用
試

験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

の
お
知
ら
せ

東
京
電
力
株
式
会
社
東

通
原
子
力
発
電
所
一
・

二
号
機
新
設
に
係
る
事

後
調
査
結
果
報
告
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

宝
く
じ
文
化
公
演

倍
賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー

ト
Ⅲ
　

深
呼
吸
し
た
ら
思
い
出
し
た
…
。

あ
り
が
と
う
ふ
る
さ
と
、
あ
り
が

と
う
あ
な
た
。

サ
ン
ミ
と
！

　

ク
ッ
キ
ン
グ

平
成
26
年
１
月
か
ら
記

帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
す
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

 村のスケジュール6 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 写真で巡るろっかしょ❸
35 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①ふるさとの風景

7 時

05 写真で巡るろっかしょ❸
10 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
25 広報ろっかしょ６月❶
40

ロックＴＶからのお知らせ
青森県環境放射線モニタリング❻8 時 00

9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 写真で巡るろっかしょ❸
35 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②ろっかしょ味めぐり

11 時

05 写真で巡るろっかしょ❸
10 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
25 広報ろっかしょ６月❸
40

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻
12 時 00

13 時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 写真で巡るろっかしょ❸
35 ア ･ラ ･カルトBOX ❹　③2011たのしむべ！フェスティバル

14 時

05 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
35 写真で巡るろっかしょ❸
40 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
55 広報ろっかしょ６月❶

15 時 10 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

16時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 写真で巡るろっかしょ❸
35 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④六人〈ろくびと〉

17 時

05 写真で巡るろっかしょ❸
10 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
25 広報ろっかしょ６月❶
40

ロックＴＶからのお知らせ
青森県環境放射線モニタリング❻18時 00

19 時 00

20 時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 写真で巡るろっかしょ❸
35 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時

05 写真で巡るろっかしょ❸
10 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
25 広報ろっかしょ６月❶
40

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻
22 時 00

23 時

00 広報ろっかしょ６月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報ろっかしょ６月❶
45

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻０時
I

６時

地上デジタル 11ch「ロック TV」

６月の番組表

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、６月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　６月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予定）、
ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が取
材・編集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　17th は①泊地区合同磯清掃（５月９日収録）、②
2012 たのしむべ！フェスティバル　２日目（５月
13 日収録）、③第 21 回青森宝栄工業杯ゲートボール
大会（５月 22 日収録）、④フランス語教室（５月 22
日収録）を放送します。
　18th は①六ヶ所村納税奨励表彰式（５月 25 日収
録）、②和食料理教室（５月 28 日収録）、③六ヶ所
村歴史散歩・吹越烏帽子岳登山（６月２日収録予定）、
④春季歩け歩け運動（６月 10 日収録予定）などを予
定しています。

❸写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りしま
す。あなたの笑顔が映るかも！

❹ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送しま
す。
　①ふるさとの風景～春・夏～
　②ろっかしょ味めぐり
　　（第１回：キバガレイ鍋、長いもすいとん鍋）
　③ 2011 たのしむべ！フェスティバル
　④六人〈ろくびと〉（第１回：古川健治村長）

❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
　江戸時代の旅行家菅江真澄が詠んだ歌と、六ヶ所
村の情景。平成 6 年度制作。

❻青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。  

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 金

2 土

3 日

4 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

5 火
7 カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

6 水 スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

7 木

8 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

9 土

10 日

11 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

12 火
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

13 水
栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

森のくまさんおはなし会 <3 歳～ 6 歳向け > 14：40 ～ 図 書 館

14 木 森のくまさんおはなし会 <0 歳～ 3 歳向け > 10：30 ～ 図 書 館

15 金
カンガルー教室 < 抱っこ法 > ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

16 土

17 日

18 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

19 火

20 水 スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

21 木

22 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ教室 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

23 土

24 日

25 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

26 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

27 水 マタニティー教室 10：30 ～ 13：00 保健相談センター

28 木
カンガルー教室 < 親子ビクス > ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

ピヨママ広場 < ベビーマッサージ > 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

29 金

30 土

若美谷中学１年５組の塚原マチは、自分の意
見を主張できない、頼み事を断れない、そん
な性格を直したいと思っている。ある日、図
書室で本をめくっていると、一枚の紙が滑り
落ちた。そこには、丁寧な文字で『サクラチル』
と書かれていた。貸出票には１年５組と書い
て、消された跡がある。書いたのは、クラス
メイト？その後も何度か同じようなメッセー
ジを見つけたマチは、勇気を振り絞って、返
事を書いた。

サクラ咲く

辻村 深月　著

秋冬野菜の栽培のコツや、寒さ対策用の資材
の使い方などを、写真を使って詳しく解説。
冬の間に行いたい土づくりの作業、秋に植え
つけ翌春以降に収穫できる冬越し野菜の育て
方も紹介します。

藤田智の菜園スタート
ＢＯＯＫ

藤田 智　著

【日本絵本賞大賞（第 17 回）】おばあちゃん
の家にケーキを届けに行く途中で、キッコ
ちゃんがまよいこんだ不思議な館。そこでは、
おめかしした動物たちがすてきなお茶会を開
いていて…。

もりのおくのおちゃ
かいへ

みやこし あきこ　著・絵

【日本絵本賞（第 17 回）】花嫁行列もお祭り
もぜんぜん見えない。大人はいいなあ。何で
も見ることができて…。女の子は早く大きく
なりたいと思っていました。でもある夜、家
族で川辺を歩いていると、向こうから、きつ
ね火がやってくるのが見えて…。

きつね、きつね、
きつねがとおる

伊藤 遊　著
岡本 順　絵

４・５月はごみ拾いや運動会、たのしむべ！フェスティバルなど、たくさんのイベントへ取材に行かせてもらいました。フェスティバ
ル２日目は満開の桜が青空に映えて本当にきれいでした。味わい横丁でおいしいそばやカレーに舌鼓。取材の傍ら桜もグルメも堪能し
ました。○子どもたちや人々の楽しそうな笑顔を撮るのはとても楽しいです。６月からロックＴＶの中で、広報の取材で撮った写真を
紹介できることとなりました。皆さんのナチュラルな表情をお届けできるよう、写真の腕も磨いていきたいと思います。（能登）
●六ヶ所の春の祭り『たのしむべ！フェスティバル』を取材してきました。ハーレーの展示会では初めてハーレーのサイドカーに試乗
させてもらいました。ちょうど桜が満開の時期を迎え、大石運動公園一周ゆっくり走ってくれて風が心地よかったです。私の中の怖い
イメージが吹っ飛びました。桜並木が本当にきれいで、春を満喫した一日でした。（須藤）



風にそよぐ、草木の緑が濃くなり　いきいきとした春の芽吹きを感じる６月

水辺では、鳥たちの子育てが始まります。

じっと静かにしていると

よちよちと親鳥の後を行進するかわいらしい雛
ひな

たちに出会えるかもしれません。

伝えたい、六ヶ所の風景。
水辺の子育て

1_ 尾駮沼では 10 匹くらいの雛
ひな

を連れたカルガモの母鳥を６月中旬から９

月中旬頃まで見ることができます　2_ 額
ひたい

が赤いバンも子育てをしており、

真黒い雛
ひな

を連れて泳ぐ姿が見られます　3_ 運がよければ、赤い嘴
くちばし

をしたク

イナが雛
ひな

たちを連れて岸辺を歩いている光景に出会えるかもしれません（写

真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）
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